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51帽 のスピン格子鑑和奉の温度変化の研究1)ti･VSeLlが′ヾ" 8

常磁性体であり･V3Se4やV3S4そしてV5S88は弱い反強磁性 D

金属であることを那 かにした｡こ｡知見は,バウ柑 磁牡からモ…メソ 盲 6
Q)

ほ 生へが 橋渡し廿の突放的証拠となった｡Ti3Te4蔓ま温度独立の To
- 4

舶 な常磁性磁化率 2)(削 )を示すが,Cr3Te4姻 - 体である･ -

V一一Te系の化合物もp揺渡し'の領域にありそうなので,Ⅴ-Te系相

国 3)扶 空は図2)を中心に玉記の化合物部の磁気的髄質を媒介する｡

v5Te8妓V5Se8やVSS8と同級にF2/蛸 冶3)を持ち,

そのX-1T地紋4)(旗3用 VSSegやVSS81)と批 形をしている

鳩 52相 上のD毛まで32項を持ち このべき数はTの上昇とともに舶

くなる｡4)V5Te8で払 V5SeB同恥こq-Gと0の田辺の招らぎ

が電撃な役割を持っている可能性がある｡その乱 大谷ら5)は,i6Kで

のV5Te8の129Te一･一メスパウ7-スペクt}鳩 の増大を放対し･こ

れよりⅤの3d電子によるⅠの電子のスピン分嶺による129Ⅰ位置での超

故抑揚として50kOcを得た｡

1000K付近から急冷したV5Te8払 Cr3S4空 く王2/m)

横道をとる｡3) そのX-丁此奴 4)(図3)払 むしろV3Se41)に似

ている机 低温でのプラ上 の原卦 ま不明である｡V3Te4日2/m

翠)のX-T曲汝 6)(回｡ 紘V3S41)に似ている｡そのp--T沸浪6)

払 VTe2のTaTc2-Cd王2空構造転移3)でのPに似た異常7)杏

200Kで示す｡しかし･V3Te4のX-T才は (図1)の罪常は,6)

vTe2のそれ 7)(回4)ほど大きは ない｡TiTe2(CdI2璽)

の光JDL47放射スぺタいレの方位依存牡とXPSが湖ペられ,^PWバンド

計算との一致が確かめられている空)その結果から馴 れが FTの状思密度

から推算_したところ,望鑑のX低 く図1)比かなり交換増強を受けている

ことか弘法されている.150K付近でのx-T曲線 8)の異常の原田とし
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て-TiS02などに見られるCDW恨構造転移の可放牧も京唆された｡

vTc2-V3Te｡におけるXやpの邪 について,Tc邪 にVが人 言 16､ ∈

ることによるvan der Waais gapの破磯と3次元でのd wqI12

バンド成立によるスピンの揺らぎの兼ね合いが問題になるかもしれない｡
ニ1

VTeの組成のところは･郎 3rLTd禿V5Te,.(そのX-Td摘 u籾 澄

4)と正常N î S空･3･造馴 ト8Teとの2朋 域であるe9)後者は

VTeJliX衣記のx-Q･167を中心としたごく狭い領域 (0･14<
Ⅹ<0,20)の高温で安定であることが,1270Kから慧治した試料
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のX線回折像10)(図5)からわかる｡図2では,安定域を修正してある｡

vl_6TeのX一･T曲線Il通 3)はVSe1.ll)に似ている Ⅴあたりの

x僧もほぼ同じであるC前記の試料の室温でのXは (図3)ⅤトaTeで

極大をとZJ.0)Xかこれ以上増加すると,単斜晶系に歪み,Xは再び小さく

なる｡歪みとXのこのような単軌払 MnP空MnAsの局所モーーメント
12)

の温度変化やフェルミ面のネスティング という面 からみて興味深い｡

対応するCr-Te化合物を同宿させたV,Te143).vl_6Teさl)

Ti3Te42桓vl-xMnxTe (疑似CrTe)14)bるいはNiAs空の

scTe15)DXI-T曲線が珊定されている｡図6に示すの払 その代及例

である [̂:(Tio･95CroJ]5)3Te4･a:(Vo.85Cro･15)3Te4IC:(Vo.90Crm0)

i-6Tc7D:Vo.5Mno.5Tc,E:ScTe]･V-Te系の 2例では･この

曲線の谷の原田として,磁気相図のCr-Te慨から推潤して,スピング

ラス類似の状語の可能牡が馴 ほ れている｡V2FcTe16)のXのビーー

ク 個 1)の原因として.反強磁性転封 6)tともにこのような可能性も換

討されるとよい｡

APW計器の依果払 定紋酌にいわれているctulcogcnidcsでのp′ヾ

ン帽 の傾向 (TiS2<TiSe2<TiTe2)を証明した･8) この

傾向がV一一Te系のVの多い方にも成り立つなら,この系ではd一一p混成

の増大によってd電子問の相関は下がるであろう｡しかし.組成の対応す

るSやSeのNî S類似化合物中の第-近接mctai原了問距既は,Vl-

Tc系より小さい｡VやTiよりも'磁性的 'な原了を不純物として含む

低原了番冒3d混移食思のTc化合物では.不純物原了のPotcntialの偲性

が強く出て,スピンの拐ちぎとともにスピングラスのような純空FtJWJ変動

の効果がでてくるであろう.これらの現象をどうとらえるか,上記の物質
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掛 こついての故･悦F)磁牡の組合的実淡が必管な段階がきたように思われる. 呈30･3
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